
 

 

 

 

 

      第２章 河川・ダム     
 

 

 

災害復旧助成事業 一級河川太田川水系 三篠川 (広島市安佐北区) 
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１ 河川の概要 

県内には、北西から南東、北東から南西に向う数条の断層谷に沿って流れる大小 5,200 余の河川が

あり、江の川水系にあっては日本海に流下し、その他は瀬戸内海に注いでいる。太田川・芦田川・江

の川を除いてその多くは比較的小規模なものである。 

これらの河川のうち河川法の適用を受ける河川は、一級河川が太田川水系ほか４水系の 368 河川、

流路延長は 2,442.3 ㎞で、二級河川は八幡川水系ほか 46 水系の 137 河川、流路延長は 627.7km とな

っている。 

このほか、河川法が準用される河川として、市町長が指定、管理している準用河川が 193 河川あり、

その流路延長は 186.3km となっている。 

これらの河川の管理に当たっては、河川法に基づき、洪水、高潮等による災害の防止、河川の適正

な利用と流水の正常な機能の維持及び河川環境の整備と保全がされるよう努めるとともに、国土の保

全と開発に寄与し、公共の安全を保持するよう努めている。 

 

(1)  河川の管理区分 

種    別 指  定  権  者 管  理  者 
一級河川（指定区間外） 国 土 交 通 大 臣 国 土 交 通 大 臣 
一級河川（指定区間） 国 土 交 通 大 臣 県 知 事 
二 級 河 川 県 知 事 県 知 事 
準 用 河 川 市 町 長 市 町 長 

 
 

(2)  河川の現況                                              （令和５年３月 31日 現在） 

水系名 
県知事管理河川 国土交通大臣直轄管理河川 県内の法河川 

河川数 流路延長（㎞） 河川数 流路延長（㎞） 河川数 流路延長（㎞） 

一
級

河

川 

太 田 川 70 467.979 9 129.37  74 597.349 

江 の 川 172 983.083 9 113.39  173 1,096.473 

芦 田 川 82 344.779 3 61.15  82 405.929 

高 梁 川 29      237.87   29 237.87 

小 瀬 川 9       81.26 2 23.45  10 104.71 

計 362 2,114.971 23 327.36  368 2,442.331 

二 
 

 
 

 
 

 

級 
 

 
 

 
 

 

河 
 

 
 

 
 

 

川 
八 幡 川 4 39.131   4 39.131 

瀬 野 川 5        44.60   5 44.60 

二 河 川 2       21.10   2 21.10 

堺 川 2        6.222   2        6.222 

黒 瀬 川 23     104.95   23    104.95 

野 呂 川 3       13.481   3       13.481 

木 谷 郷 川 2       4.208   2      4.208 

賀 茂 川 3      30.569   3     30.569 

沼 田 川 45     225.90   45    225.90 

和 久 原 川 2       5.26   2      5.26 

藤 井 川 3      27.41   3     27.41 

本 郷 川 2      15.10   2     15.10 

羽 原 川 2       6.90   2      6.90 

新 川 2       3.50   2      3.50 

山 南 川 2       5.05   2      5.05 

永 田 川 3       3.22   3      3.22 

大 正 川 2       2.679   2      2.679 

単 独 河 川 30      68.377   30     68.377 

計 137 627.657   137     627.657 

合  計 499 2,742.628 23 327.36  505   3,069.988 
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２ 河川の整備実施方針 

県の総合計画である「安心 誇り 挑戦 ひろしまビジョン」が目指す県土の将来像を実現するた

め、社会資本分野のマネジメント基本方針として策定した「社会資本未来プラン」における河川部門

の事業別整備計画として「ひろしま川づくり実施計画 2021」を令和３年３月に策定した。 

県民の安全・安心の確保を最優先とし、施設能力を上回る災害から人命を守り、社会経済活動への

深刻な被害を防止・軽減するため、河川改修などの施設整備や、維持管理による河道や施設の保全、

住民の主体的な避難に繋がるソフト対策の充実・強化などの取組をデジタル技術も活用しながら一体

的に推進するとともに、国や市町、まちづくりや農林部局など他分野の関係部局とも連携しながら、

多様な主体の様々な取組を組み合わせ、流域全体で総合的かつ多層的に進めていく。 

 

 
 

「ひろしま川づくり実施計画2021」における取組の基本方針 

 

３ 取組の概要 

(1)  洪水・高潮による社会経済被害の最小化に向けた河川整備 

ア 主要河川事業の内容（県事業） 

再度災害防止を最優先とし、被災地域の早期の復旧・復興を図るとともに、洪水氾濫によ

る被害の発生を未然に防止・軽減するために、県内の現況の災害リスクを総点検し、人命被

害や社会経済活動への深刻な影響が発生する危険性等に応じた整備優先度評価により、事業

の重点化を図るなど、効果的な事前防災対策を進める。 

 

(ｱ) 河川改修事業 

流域の都市化が進展している河川や、近年に甚大な浸水被害を受けた河川において、

流下断面を広げるなどにより洪水を安全に流下させる河川改修事業を推進する。 

堺川（内神川：呉市）、手城川（福山市）、三津大川（東広島市）、多治比川（安芸

高田市）、本川（竹原市）、小瀬川（廿日市市）、玖島川（大竹市）等 
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(ｲ) 地震・高潮対策 

瀬戸内海沿岸部市街地を高潮や津波による被害から守るため、河口部において耐震化

や高潮堤の整備を進める。 

京橋川・猿猴川（広島市）等 

 

イ 国直轄河川改修事業の工事概要 

(ｱ) 太田川 

広島市街地を洪水から守るため、昭和７年度から太田川放水路工事に着手し、昭和 42

年度に概成した。平成 13年度には、支川滝山川で温井ダムが完成している。現在は、

高潮対策として観音地区の高潮堤防の整備や、三篠地区の築堤護岸の整備等が行われて

いる。 

(ｲ) 江の川 

昭和 28 年から八千代町（現安芸高田市）下土師から三次市までの区間について改修

工事が行われ、昭和 48年度には土師ダムが、平成 18 年度には馬洗川の支川上下川で灰

塚ダムが完成し、洪水調節等に大きな役割を果している。 

現在は、三次市において河道掘削等が行われている。 

(ｳ) 芦田川 

大正 12 年から昭和 41 年にかけて中下流部の改修工事が実施され、堤防は一定の水準

で整備されている。平成９年には八田原ダムが完成し、洪水調節等が行われている。 

現在は、上流部において、流下能力確保のため、橋梁架替等が行われている。 

(ｴ) 小瀬川 

昭和 43 年から改修工事に着手し、下流部の河道は概成している。また、平成２年度

には弥栄ダムが完成し、洪水調節等が行われている。 

現在は、大竹市等において堤防整備等が行われている。 

 

ウ 令和５年度予算                             （単位：千円） 

※令和３年度からの繰越明許費のうち、未契約の振替分を含む 

※令和４年度 12月補正、２月補正（国補正対応分）含む 

事  業  名 予 算 額 説     明 

河 

 

   

川 

 

   

事 

 

   

業 

公 

 

 

    

共 

河 川 改 修 事 業 5,348,700 手城川(福山市)ほか35箇所の護岸、築堤工事等 

都 市 小 河 川 改 修 事 業 30,000 小河原川（広島市）の護岸工事等 

地 震 ・ 高 潮 対 策 事 業 513,885 
京橋川・猿猴川（広島市）ほか３箇所の防潮堤工
事等 

情 報 基 盤 整 備 事 業 199,500 危機管理型水位計等の設置 

河 川 災 害 関 連 事 業 781,400 
三津大川（東広島市）ほか２箇所の護岸、築堤工
事等 

特定都市河川浸水被害対策
推 進 事 業 

7,500 本川流域（竹原市）の雨水貯留施設整備等 

小    計 6,880,985  

単

独 

河 川 改 良 事 業 2,030,000 
浸水箇所の再度災害防止、災害の未然防止など緊
急を要する箇所の整備など 

小    計 2,030,000  

そ

の

他 

市 町 土 木 工 事 受 託 費 670,000 
三篠川（広島市）ほか６箇所の市町道橋の架替工
事等の受託 

小    計 670,000  

直  轄  負  担  金 2,091,331 
太田川水系、芦田川水系、江の川水系及び小瀬川

水系における直轄管理区間の護岸、築堤工事等 

合          計 11,672,316  
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(2)  施設機能を適切に維持するための維持管理 

ア 河川の維持 

河川管理施設の機能を十分に発揮させ、洪水を安全に流下し、浸水被害を防止・軽減する

ため、PDCA サイクルによる施設の適確な運用・管理により各施設の機能を維持するとともに、

「河川内の堆積土等除去計画 2021」に基づき、計画的な河川の流下能力確保に努める。 

また、重要施設における長寿命化計画の策定や、河川の状況把握へのデジタル技術の活用

など、効果的・効率的な河川維持に向けた取組を推進する。  

 

令和５年度河川維持修繕実施計画                                        （単位：千円） 

区  分 種  別 内   容 予 算 額 

河川維持 

修繕費 

河 床 掘 削 河床堆積土砂の掘削、除去 

3,852,910 護 岸 修 繕 老朽護岸の修繕 

維持管理費等 河川管理施設の維持管理費等 

 

イ 河川の管理 

河川の管理にあたっては、河川法に基づき、洪水・高潮等による災害の防止、河川の適正

な利用と流水の正常な機能の保持及び河川環境の整備と保全がなされるように努める。 

河川法に基づく管理事務については、河川は公共用物として一般公衆の自由使用に供され

るべきものであり、原則としてその排他的かつ独占的な使用は認められないことを基本とし

つつ、一方で新たな目的である環境という視点から、地域づくりや街づくり等に資するもの

については、河川の多様な利用を推進する。 

 

河川関係許可等件数等一覧（令和４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川管理施設の適切な管理や河川利用の調整を図るとともに、河川敷地に存在する不法占

用物件の除却に努め、公共用物としての河川の適正な管理を推進する。 

特に、河川区域内のプレジャーボートの不法係留は、広島市域を中心に社会的な問題とな

っているが、平成 10 年度には、関係機関と共同で「太田川水系不法係留船対策に係る計画」

を策定し、県管理河川では京橋川の上流部に重点的撤去区域を設定した。  

平成 12 年度から平成 22年度に順次、重点的撤去区域を拡大するなど、計画的かつ段階的

に不法係留の解消に向けて取組を継続している。また、河川法施行令の改正に伴い重点的撤

去区域を指定している６河川について、平成 26年度から船舶の指定及び罰則の適用対象と

  西部 呉 廿日市 安芸太田 東広島 東部 三原 北部 庄原 計 

河 川 法 許 可 （ 2 0 条 ） 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 

河川法許可（23条） 
新規 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

更新 8 0 1 6 1 18 23 21 3 81 

河川法許可（24・26・27 条） 497 55 55 59 204 261 146 88 70 1435 

河川法許可（24条） 更新 362 42 46 56 143 218 269 123 120 1379 

河 川 法 許 可 （ 3 4 条 ） 4 4 0  0 10 8 0 0 1 27 

普通河川等の工事許可 89 2 56 0 9 13 2 4 8 183 

小   計 963 103 159 121 367 518 440 236 202 3109 

境 界 立 会 54 12 8 7 18 38 14 11 4 166 

境 界 確 定 協 議 39 12 8 4 19 18 7 6 1 114 

小   計 93 24 16 11 37 56 21 17 5 280 

境 界 確 定 証 明 4 0 0 0 1 7 3 0 0 15 

小   計 4 0 0 0 1 7 3 0 0 15 

計 1060 127 175 132 405 581 464 253 207 3404 
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し、平成 27 年８月に猿猴川における不法係留施設に対する行政代執行を実施した。今後も、

不法係留船対策の一層の強化・推進を図り、厳正かつ積極的に不法係留の解消を進めている。 

 

(3)  逃げ遅れゼロに向けた防災情報の提供 

気候変動による豪雨の激甚化・頻発化に対応していくため、施設能力を上回る外力の発生に

対しては、施設だけでは守り切れないことを、社会の各主体が認識し、それぞれが備え、いざ

というときには、自らリスクを察知し適切に行動（避難）できるよう、ソフト対策の充実・強

化を図る。 

 

ア よりきめ細かな水害リスク情報の提供 

(ｱ) 河川防災情報の提供 

住民の適切な避難や市町の迅速な水防活動を支援するため、雨量・水位等のリアルタ

イム情報、高精度レーダ雨量情報及び全ての県管理河川の洪水浸水想定区域図等の防災

情報について、河川防災情報システムにより公表している。 

また、より切迫性のある洪水情報を提供するための危機管理型水位計・河川監視カメ

ラの拡充などに取り組む。 

 

 

 

(ｲ) 洪水予報の運用 

平成 16 年度から沼田川、黒瀬川において洪水予報を開始し、迅速な水防活動や、住

民の避難を支援している。 

 

洪水予報河川及び指定区域 

 

 

 

 

また、洪水がいつ・どこで発生し得るか（洪水危険度）を表示（見える化）する「水

害リスクライン」の導入に向けて、代表河川における洪水予測モデルの構築を進める。 

 

 

 

 

 

洪水予報河川 洪水予報指定区間 

沼田川 河口～三原市本郷町船木 

黒瀬川 河口～二級ダム 

広島県河川防災情報システム TOP：https://www.kasen-bousai.pref.hiroshima.lg.jp/rivercontents/

洪水ポータルひろしま：https://www.kouzui.pref.hiroshima.lg.jp/portal/

雨量・水位の観測データのグラフ表示洪水浸水想定区域図 ＸＲＡＩＮ（高精度降雨観測情報）
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イ 水防活動 

気象台から大雨警報、高潮警報、洪水警報、津波警報が発せられた場合、国土交通省及び

広島県が気象台と共同で洪水警報を発した場合、その他知事が必要と認めたときは、土木建

築局に水防県本部を、各建設事務所（支所）及び広島港湾振興事務所に水防地方本部（水防

県本部及び各水防地方本部にはその内部組織として、それぞれ庶務班、資材班、情報連絡班、

水防対策班を置く。）を設置し、洪水又は高潮に対し、水災を警戒し、防御し、これによる

被害の軽減に努めている。 

また、市町の水防活動の指針となる県水防計画を毎年見直し、情報連絡体制や重要水防箇

所の周知を図るほか、避難指示等の目安となる堤防の浸透・侵食に対する監視を行い、市町

への情報提供を行っている。 

 

重要水防箇所数 

区 分 
所轄 

事務所数 

重要水防箇所 
備 考 

箇 所 数 延長（㎞） 

直 轄 管 理 3 （217） 627   296.61 （ ）は、工作物を重要水防

箇所に指定したもので、外書

き 

県 管 理 10  252   371.79 

合 計 13 （217） 879   668.40 

※重要水防箇所には、海岸も含む。 

 

ウ 水害リスクの認知と正しい理解の促進 

適切な避難行動には、災害に対する心構え（災害リスクの認知）と災害や避難に関する正

しい知識を持つことが重要であることから、防災知識等の普及に努めていく。 

防災知識の向上を図るための河川出前講座や、的確な情報発信のための報道機関との勉強

会などを実施するほか、防災教育ツールの充実に取り組んでいる。 
 

(4)  水辺の魅力向上の推進 

ア 草刈りや清掃活動などの河川愛護活動の支援 

生活の身近にある河川の将来にわたる良好な河川環境の維持・向上を図るため、ボランテ

ィア活動として、河川の清掃・美化等を行う団体・企業等をアダプト活動団体（ラブリバー

活動団体）として認定し、支援する「広島県アダプト制度（広島県ラブリバー制度）」を平

成 14年度より実施している。 

引き続き、ひろしまアダプト活動支援事業により認定団体を積極的に支援するとともに、

積極的な広報活動を行い、住民と行政の協働体制づくりを推進していく（令和５年３月末認

定団体数 467 団体）。 

 

イ 「水の都ひろしま」構想などの河川利用の促進 

広島市は中心部に６本の川が流れ、美しい水辺に恵まれた水の都としての優れた特性を持

っており、この水辺の魅力をより一層引き出すために、平成 15年に国・県・市・市民との

協働により「水の都ひろしま」構想を策定し、「水の都ひろしま」の実現に向けた取組を推

進している。 

また、「水の都ひろしま」構想においてモデル地区の一つに位置付けられた猿猴川広島駅

南口周辺地区では、「美しい川づくり」将来ビジョンに基づき、広島駅周辺地区の水辺が「水

の都」の玄関口にふさわしい広島の象徴的な空間となるよう、県・市で連携し取組を進めて

いる。 
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４ ダムの概要 

県民を洪水から守るための抜本的な治水対策並びに安定的かつ安全で良質な水の供給に適切に対

応できる水資源を確保するため、地域に密着した効果的なダムの建設を進め、現在 12 ダム（県管理）

を運用している。 

また、その機能が十分発揮できるよう適正な管理に努めるとともに、親しまれるダム湖の創出を目

指して、ダム貯水池の景観保全や貯水池内の水質保全対策の推進を図る。 

 

広島県のダム（国土交通省所管） 

種  別 ダ ム 名 事 業 者

水 系 

及 び 

河川名 

位  置 目  的 型  式 

ダ ム の 諸 元 目 的 の 主 な 内 容 

施工年度 
総事業費 

（百万円） 堤高 

（ｍ） 

堤頂長 

（ｍ） 

集水面積 

（ｋ㎡） 

総貯水量 

（千 m3） 

有効貯水量 

（千 m3） 

洪水調節量 

（m3／Ｓ） 

開発水量 

（m3／日） 

 

 

 

設 

 

 

  

の 

 

 

  

ダ 

 

 

  

ム 

 

 

 

 

 

 

 

多 

  

 

目 

 

  

的 

 

  

ダ 

 

  

ム 

 

 

 

 

 

 

 

二級ダム 広島県 黒瀬川  呉市郷原町 Ｉ.Ｐ.Ｗ 
重力式     

コンクリート 
 ３２.０  ８９.０  ２３２.０  １,２９５  ９３２ ―  １２,０００ Ｓ１６～Ｓ１８  １.０２ 

小瀬川ダム 
広島県 

山口県 
小瀬川 

 廿日市市浅原 

 岩国市美和町 
Ｆ.Ｉ.Ｐ 〃  ４９.０  １５８.０  １３５.０  １１,４００  ９,９００ ９９０→４００  ７８,０００ Ｓ３１～Ｓ３９  １,８２０ 

椋梨ダム 広島県 
沼田川 

椋梨川 
 東広島市河内町 Ｆ.Ｉ.Ｐ.Ｗ 〃  ３９.５  ２１３.４  １６０.０  ７,５４０  ６,２７０ ６４０→４１５  １７０,０００ Ｓ３５～Ｓ４３  ２,０３０ 

土師ダム 
国 土  

交通省 
江の川 

 安芸高田市 

 八千代町 

Ａ.Ｆ.Ｉ. 

Ｐ.Ｗ.Ｎ 
〃  ５０.０  ３００.０  ３０７.５  ４７,３００  ４１,１００ １,９００→８００  ３００,０００ Ｓ４１～Ｓ４８  １０,０１０ 

高瀬堰 〃 太田川 
 広島市安佐北区 

  〃  安佐南区 
Ｆ.Ｗ 可動堰  ５.５  ２７３.０  １,４８０.０  １,９８０  １,７８０ 

７,５００      

（計画高水流量） 
 １６４,０００ Ｓ４５～Ｓ５０  ５,７８５ 

芦田川河口堰 〃 芦田川 
 福山市箕島町      

  〃  水呑町 
Ｆ.Ｉ 〃  ６.０  ４５０.０  ８７０.０  ５,４６０  ４,９６０ 

３,０００       

（計画高水流量） 
 １７０,０００ Ｓ４４～Ｓ５５  １５,１００ 

魚切ダム 広島県 八幡川  広島市佐伯区 Ｆ.Ｗ.Ｐ.Ｎ 
重力式     

コンクリート 
 ７９.８  ２５５.０  ３８.４  ８,４６０  ７,８４０ ４２０→６０  ７３,０００ Ｓ４６～Ｓ５６  １６,９００ 

弥栄ダム 
国 土  

交通省 
小瀬川 

 大竹市前飯谷 

 岩国市小瀬 

Ｆ.Ｉ.Ｗ. 

Ｐ.Ｎ 
〃  １２０.０  ５４０.０  ３０１.０  １１２,０００  １０６,０００ ２,６００→９００  １８１,０００ Ｓ４６～Ｈ２  １１０,０００ 

八田原ダム 〃 芦田川 
 世羅郡世羅町

 府中市諸毛町 
Ｆ.Ｉ.Ｗ.Ｎ 〃  ８４.９  ３２５.０  ２４１.６  ６０,０００  ５７,０００ １,２５０→５００  １７０,０００ Ｓ４８～Ｈ９  １０８,０００ 

温井ダム 〃 
太田川 

滝山川 

 山県郡 

 安芸太田町 
Ｆ.Ｗ.Ｐ.Ｎ 

アーチ式    

コンクリート 
 １５６.０  ３８２.０  ２５３.０  ８２,０００  ７９,０００ ２,９００→１,１００  ３００,０００ Ｓ４９～Ｈ１３  １７５,０００ 

山田川ダム 広島県 
芦田川 

山田川 
 世羅郡世羅町 Ｆ.Ｗ.Ｎ 

重力式     

コンクリート 
 ３２.１  ２０４.８  ５.６  ７００  ５９０ ５０→８  １,０００ Ｈ２～Ｈ１７  ８,０６０ 

灰塚ダム 
国 土  

交通省 

江の川  

上下川 
 三次市三良坂町 Ｆ.Ｗ.Ｎ 〃  ５０.０  １９６.６  ２１７.０  ５２,１００  ４７,７００ １,１５０→４００  １５,０００ Ｓ４９～Ｈ１８  １８０,０００ 

福富ダム 広島県 沼田川  東広島市福富町 Ｆ.Ｗ.Ｎ 〃  ５８.０  ２９２.０  ５３.８  １０,９００  ９,８００ ２９０→９０  ２０,０００ Ｓ５０～Ｈ２１  ３７,０７０ 

野間川ダム 広島県 
芦田川  

野間川 

 尾道市御調町 

 三原市久井町 
Ｆ.Ｗ.Ｎ 〃  ３１.５  １１２.６  ４.４  ５６０  ４９４ ４５→２０  １,７５０ Ｈ５～Ｈ２４ 

  

５,８００ 

庄原ダム 広島県 
江の川 

大戸川 
庄原市川西町 Ｆ.Ｗ.Ｎ 〃  ４２.０  １１８.５  ４.２  ７０１  ６３８ ２３→４     ４,１５０ Ｈ１２～Ｈ２８   ７,２００ 

 治 

 

水 

 

ダ 

 

ム 

野呂川ダム 広島県 野呂川  呉市安浦町 Ｆ.Ｎ 〃  ４４.８  １７０.０  １３.０  １,７００  １,２００ １５０→７５ ― Ｓ４４～Ｓ５０  ２,３２０ 

御調ダム 〃 
芦田川 

御調川 
 尾道市御調町 Ｆ.Ｎ 〃  ５３.１  ２０６.２  ５４.０  ５,０４０  ４,５００ ２６０→１１０ ― Ｓ４８～Ｓ６３  １３,９００ 

四川ダム 〃 
芦田川 

四  川 
 福山市加茂町 Ｆ.Ｎ 〃  ５８.９  ２５１.０  ９.０  １,６５０  １,５５０ ７０→１５ ― Ｓ４９～Ｈ１７  ２２,２５０ 

梶毛ダム 〃 
八幡川 

梶毛川 
 広島市佐伯区 Ｆ.Ｎ 〃  ４９.０  ２２５.６  ３.５  １,０６０  ９３０ ５０→５ ― Ｓ６３～Ｈ２０  １６,９５０ 

仁賀ダム 〃 賀茂川  竹原市仁賀町 Ｆ.Ｎ 〃  ４７.０  １５４.０  １０.５  ２,７１０  ２,５００ ９５→２５ ― Ｓ４５～Ｈ２３  ２０,２００ 

 （注）Ｆ：治水，Ｉ：工水，Ｗ：上水，Ｐ：発電，Ａ：農水，Ｎ：不特定  
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５ ダムの維持管理等 

(1)  県の管理ダム 

県の管理に係る既設の多目的ダム及び治水ダムは，次のとおりである。 

各ダムとも，ダム管理に必要な観測施設，通信警報施設及びデータ処理・操作設備等を設け，

それぞれの操作規則に従ってダムを管理している。 

ダ  ム  名 完 成 年 月 管  理  所  管 摘  要 

小 瀬 川 ダ ム 昭和 39 年６月 
小瀬川ダム管理事務協議会 
（小瀬川ダム管理事務所） 

山口県と共同管理 

椋 梨 ダ ム 昭和 44 年３月 
西部建設事務所東広島支所 
（椋梨ダム管理事務所） 

 

野 呂 川 ダ ム 昭和 51 年３月 
西部建設事務所呉支所 
（野呂川ダム管理事務所） 

 

魚 切 ダ ム 昭和 57 年３月 
西部建設事務所 
（魚切ダム管理事務所） 

 

御 調 ダ ム 平成元年３月 東部建設事務所三原支所  

四 川 ダ ム 平成 17 年１月 東部建設事務所  

山 田 川 ダ ム 平成 18 年３月 東部建設事務所三原支所  

梶 毛 ダ ム 平成 20 年６月 
西部建設事務所 
（魚切ダム管理事務所） 

 

福 富 ダ ム 平成 21 年 10 月 
西部建設事務所東広島支所 
（椋梨ダム管理事務所） 

 

仁 賀 ダ ム 平成 24 年３月 
西部建設事務所東広島支所 
（椋梨ダム管理事務所） 

 

野 間 川 ダ ム 平成 25 年６月 東部建設事務所三原支所  

庄 原 ダ ム 平成 28 年８月 北部建設事務所庄原支所  

 

(2)  ダムの維持管理 

既設ダムについては，その機能が十分発揮できるよう適正な管理に努めると共に，老朽化に

伴う管理設備の改良・更新を図る。 

また，既設ダムを有効活用し，治水機能の向上を図るなど，ダム再生の取組を推進する。 

  

令和５年度予算額                                       （単位：千円） 

※令和４年度２月補正（国補正対応分）含む 

 

区 分  事 業 名 予 算 額 事業内容 

補助公共事業 堰堤改良事業 677,100 
魚切ダムなど５箇所の老朽化の著しい管理設備
の改良・更新 
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